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egItn本稿では､スイスが参加 している err プログラムのうち､ドイツ､オース トリア､リ




対象となる地域は､ ドイツ､オース トリア､スイス､リヒテンシュタインの 4ヶ国の国
境地域である｡ 4ヶ国のうち､スイスおよびリヒテンシュタインの 2ヶ国はEU非加盟国で
ある｡ また､スイスは欧州経済領域 (EEA)にも参加 していないため､スイスの国境は 
アルペンライン･ボーデン湖 ･高地ライン･プログラム (以下､ボーデン湖プログ












以下では､まず第 2節において､ err ボーデン湖プログラム対象地域について､地理
的･経済的特性を説明する｡ 第 3節では err ⅡAプログラムについて概観し､次いで第 
4節では err ⅢAプログラムのガバナンスおよび err 事業について示す｡ 
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スイス国境地域における越境地域間協力 石田 聡子 
2. nerg1t eボーデン湖プログラムの対象地域
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Bdoen-hi ltenaR( see)地域 iteGbe( )とブフォアアールベルク州は､ラインタール･ボーデンゼ -
Bルデンツ ･プレゲンツアヴァル ト (
は地方行政単位ではない｡ 
°lBregenze-lduenz rWa)地域に分けられるが､これら2地域
2スイスの地方行政区分は州 (Kanton/Canton)一市町村 (Gemeinde/commune)である｡ ドイツの
地方行政区分は地域によって多少異なるが､本稿で対象とするバーデン-ヴユルテンベルク州およ
B d ldunesan( )-行政管区 R i b ikegerungsezr( )-那 k iresL dan( )または郡びバイエルン州では州 
dt taK ifiSresree( )- idne
Ge
( me )である｡独立市 市町村 なお､行政管区は自治体ではない｡また､
基礎自治体である市町村の連合体として地域連合 R i l b degonaveran( )がある｡ オース トリアでは州 
)B d ldunesan( ､郡 B ikezr( )-市町村 idne
Ge
( me )となっている｡ ドイツ･バーデンエビュルテン
プルク州のフライブルク行政管区は 9郡 1独立市で構成されており､対象地域となっているのはそ
のうちの 4郡である｡ テユービンゲン行政管区では 8郡 1独立市のうち 3郡が対象地域である｡ ド
イツ ･バイエルン州のシュヴァ-ベン行政管区では､1
となっている｡ 
0郡 4独立市のうち 2郡 1独立市が対象地城
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図 1:ボーデン湖周辺の 
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5している ボーデン湖 (面積 2)｡ km35.8 はドイツ､オース トリア､スイスの境界に位置す
る国際湖であり､湖の利用や保全については 3ヶ国が共同で管理を行うことになっている｡




( eGw畠ss mmi nB eI
IGKB)4などの越境機関が活動 しており､特に環境保護の分野で中心的役割を果たしてい






ビュージンゲン (BO )は ドイツ領であるが､周囲をスイスのシャフハウゼン州に取isngen






1 2 3k対象地域の経済状態は､表 に示す通 りである 対象地域の総面積は ､人口は,｡
499 44 % 5523 % 98 %約 万人である ､スイス各国の面積比率は､ドイツ ､オース トリア ､リ.. .｡
0% 3 % 72 816 40 % 5 %ヒテンシュタイン ､人口比率はドイツ ､オース トリア ､スイス ､リヒ. . . .
0% EU7テンシュタイン であり､面積､人口共に 非加盟国側の比率がやや大きい｡.
19ボーデン湖プログラムの対象地域は､ 世紀以降､バーゼルやチューリッヒ､ザンクト


















30600 スイス国境地域のジュネ-ヴ州で4,0人､イタリア･, 人､フランス･ 820 スイス国境地域
ノ州で3,0人であったのに対 し､ボーデン湖プログラム地域では最も越境通勤
















BKGI は､ボーデン湖の保護 ･保全を目的として1 年に設立された越境協力機関である｡ I は





岡山大学大学院社会文化科学研究科 ｢北東アジア経済研究｣第 6号 (208)





(百万ユGDP) 就業人口 (%)ロー 農 業 工業 サー ビm2
シユヴア ルトバー ル郡 ,2. 2115 . 5773 -ルツヴア . 1052 . 62 ,3. - -
ンll コンスタンツ郡トウツトリンゲン郡 31. 215244 51. 3767039 - -ヴ 874380 37. 63 ,7.0 -
テユービンゲン行政管区 - - - - 28 28 44. 4. 5.
(k
13 53 85 4 8シユヴア-ベン行政管区 2 7 45 63 5 2 1 43 9 9 6リンダウ郡エイノヾ - - - . . .- . . , . - -. -
チノユン ヴアルトシエツト郡 1112 6. 5 3788 -ペレ ,3. 173 . ,0. - -ボーデンゼ-那 648 0 47 56 249 6015
 
イド ノ7ク~■ フライブルク行政管区 161 2-5 -4 7-82 -. 3. 5-.
ヾ  ラーフェンスブルク郡 3 7 6 4 6 -6 8




3,118 - - -
ツ Iレ- ,- 8 4 , 0 3 8 7




小目ノンレ ケンブテン市オーバーアルゴイ郡 1,268303 650125 7. 332,4701.6 - - -
,2. ,9. - -
5 . 1 . 45 3
計 9144 1632 - - -
オ｢トアフォアアールベルク州 ,0. 322 . 0849 . 3. 5.スリ 2610 6. 62 1,3. 26 97 77
グラールス州 652 82 . 1718 . 4. 5.8. 3. 23 ,3. 82 18 00
)面積 
シャフハウゼン州 285 38 . 2599 . 3. 819. 7. 29 ,8. 68 51 5.
アツンエ.ウーーン州 4. 5. 19 ,7. 1. 3. 5.ベツルアサロデ準 230 27 . 1499 05 60 35
アツンエ.ンーザン州 7. 1. 11 3. 2. 2. 91ベツルイナロ 準 125 51 . 420 18 91 4.
ザンクト.ガレン州 2056 5. 25 1,2. 64 41 5.,2. 494 . 3113 . 3. 95
グラウビエンデン州 7152 8. 18 ,0. 98 37 .,0. 178 . 5719 . 2. 666
トウールガウ州 909 . 27 ,7. 1. 3. 5.9. 2337 . 6633 04 73 24
チューリッヒ州 1788 1272 . 55875 . 2. 773,2. ,6. 33 ,9. 25 03 .
計 1,5. ,9. - - - - -4634 2851 
リヒテスイ ンシ アールガウ州チ那スーッ ,0. 572 . 7580 . 3. 5.ュ東イリヒ 1437 6. 29 1,9. 55 60 86
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3. nergⅡAボーデン湖プログラム :19 99









L ､200 . ｡地域によって多様であった (RDP 3a､p83)
InterregIおよびInterregⅡAでは､プログラムの管理 ･運営を行う機関は ドイツ側の
テユービンゲン行政管区庁に設置された｡InterregⅡAでは､プログラムの共同決定機関で















InterregⅡAでは 6つの優先項目が定められていた｡優先項目 1｢経済､観光､農村部｣ 
(全28事業)では､地域の競争力の維持 ･強化 (8事業)､観光部門の質の向上 (18事業)､
環境-の負荷が少ないシステムの発展 (2事業)をテーマとしていた｡優先項目2｢環境､
空間計画｣(全28事業)では､地域の生物圏の保護 (12事業)､景観および自然資源の保護




ンスのとれた特色のある教育の提供 (15事業)､文化的発展の促進 ･強化 (6事業)をテ-
64
 


















































として､スイス東部とドイツ高速鉄道網の連結､ ドイツ南部およびオース トリア ･フォア
アールベルク州とアルプス縦断鉄道との連結および移動時間の短縮についての研究が行わ
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4. nerg 20-20年lt eⅢAボーデン湖プログラム : 00 06
(予算総額の約 
%までとなっていたが､スイス側の政府資

























































































営委員会 (tee gCmmittee､管理局 (Ma ingAu
を､原則として各 1機関､設置することが定められたのである｡










P iayn､財務局 ( gA)h itoryt )h itorytu






















Bdoen-H hhiocren( see)地域連合､シュシュヴァ-ベン行政管区､高地ライン-ボーデン湖 











see)地域計画共同体､プレゲンツアーヴァル ト ( wa )地域計






)seco各代表の 9名であった｡スイス側の委員会メンバーは､スイス連邦政府経済省 ( ､アー





















国際ボーデン湖会議 eBd k f :oenseeonerenzi lonaIt tnerna( BK)､エウレギオI iaEuregiov(
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Eこれは､ 
を行う必要があったためである｡スイス側では､スイス連邦政府から各プログラムへ割り当てられ














mi )が行っcAfiarsf Eor conoS it tecrearattae
(3)監督支援機関






















































err 政令第 2条第 6項 
政令第 2条第7項 


































表 3 : err ⅢAボーデン湖プログラムの主要目標別､テーマ別事業費予算
E	 スイス リテシタ 政府 ヒン イ 事業者重点項目 総額 RDF 政府 ヒ政府ンュイン事業者 ERDF スイス リテ政府シュタン
7--マ 単位 :1000ユーロ 対総費用比率 
1 1,4 567 ,3 0 1,5 3.% .% .% 01826 ,3 144 29 097 09 79 11 6.% 
1. 545 ,0 32 4 355 57 68 27 6.%1 ,5 142 7 16 ,3 2.% .% .% 48
egItn
1. 237 3 52 ,4 96 2 0
 1,5 3.% .% .% 7939 99 22 00 5.% 
1. 755 ,5 63 9 ,7 2.% .% .% 063 ,4 229 5 5 454 99 87 08 6.% 
4 , 1 1 6 , 3 % 7 1 5.1. 2899 ,04 37 4 1487 5.9 12.% 0.% 13% 
2 1,0 618 0 31 ,7 3.% .% .% .%646 ,4 87 8 900 75 49 23 553
2. 799 287 577 23 ,2 3.% .% .% 411 ,2 ,1 7 435 52 72 34 5.% 
2 , 8 3 9 ,6 6 8 7 6.2. 2962 47 20 10 177 28.% 7.% 3.% 00% 
2. 542 ,83 ,5 244 0
0
 2,6 4.% .% .% 4498 56 00 00 5.% 
3 1,0 498 ,8 16 ,1 3.% .% .% 65490 ,4 133 5 843 32 93 10 5.% 
3. 362 ,3 45 4 ,9 12 1.% .% .%1 ,3 114 5 3 200 3.% 25 09 553
3. 536 ,9 12 1 ,8 12 19 06 5.%2 ,2 215 0 3 299 4.% .% .% 63
3. 92 7 33 6 36 7 0
 54 3.% .% .% 719 91 38 00 5.% 







errg Ⅳ Al H hhiocre/Bdoensee/hipenren n (htt itn
/




egItn表 3は､ err ⅢAボーデン湖プログラムで承認された事業の重点項目別､テーマ別の
予算配分である｡ 総事業予算4955 ER ,7万ユーロ .%)で, 万ユーロのうち､ DF資金が163 (338
3 (3あるのに対 し､スイス政府資金は当初の準備額が少なかったことから36万ユーロ 7.%) 
07
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に留まっている｡ テーマ別に見ると､総額では､環境 ･自然保護 テーマ21
( .)への配分が

最も多く (予算総額の1.%) 観光業 テーマ13 (




承認された予算総額が最も多かった事業は､技術的インフラス トラクチャー ( .)テーマ23









スイス政府資金の配分については､地域のネットワーク ･意識形成 ( .)が最もテーマ34

多く (スイス政府予算の2.%) 観光業 テーマ13 (
17 ､次いでサービス ･ ( .)が多い スイス政
府予算の180 なお､スイス政府資金はインフラス トラクチャーへの投資には利用でき.%)｡




育･研究開発 テーマ31 国際ボーデン湖大学 教育･ インフラス トラクチャー
( .)の ｢ ( 研究･
における地域間大学協力プロジェクト)｣(予算総額150万ユーロ､うちスイス政府資金35万
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21. 14 15 19 21 17 
22. 4 6 6 8 6 
23. 3 5 6 6 3 
3 14 20 28 37 29 
31. 4 4 5 7 5 
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の他国企業で 4週間の交換実習を行う機会が提供された｡ (6)健康分野では､児童 ･生徒
の肥満予防対策事業として､専門家の交流､家庭や学校への指導､地域のネットワークと
いった活動のほか､活動効果についての調査が実施された｡主な事業の総費用は表 5に
表 5: err ⅢA
EORE
越境バス構想 (公共交通機関利用の強化)支援 












8,6700 452 ,0000 (地理データの統合)Ⅰ
7477,180188,914192,62
9,2822 0189,913841,レテイコン山塊 ハイキング観光コースの整備 
(スポーツイベント開催のための越境協力)7200S tuspor 031 ,000 571 ,000 500,000
 




















































































事業中､ドイツ側が事業代表者を務める事業は6件 (全体の5 %)､オース トリア側は 





図 2 : err ⅢA 事業)811egItn



























害がある｡ 例えば､ボーデン湖プロジェクトは EU域内 ･域外の越境協力プロジェクトで


































NTER ､200､業関係者と連絡を取 り合う上で支障となっていたと指摘されている 
1p.)ap.6tacI(
egItn｡1p.0) また､ err プログラムの対象地域について､ ドイツは地方自治体､オース トリ
アとスイスは州､リヒテンシュタインは国家とさまざまなレベルで構成されているため､地
域間で政治的権限や機能が異なっており､そのことが越境協力活動を妨げる要因となる可
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